
IAST表記法と発音
（International Alphabet of Sanskrit Transliteration )


ヒンディー語・ブラジャ語・サンスクリット語

サンスクリット語とヒンディー語は、同じデーヴァナーガリー文字を使いますが、発音に若干の違いがあります。
ドゥルパドのバンディシュの大半は、ブラジャ語（Braja Bhāṣā）で書かれており、発音はヒンディーに準じます。
国際的に広く使われているIAST表記法はおおむね統一されていますが、アヌスワルの表記法にはṁとṃの二通りあるよ
うです。ここではṁを採用しました。

【母音】
　短母音
a!"!#!$!…… 英語のson, sunのように、硬くて短い発音。 
i!"!%,   ि ु
ṛ!"!*,   ृ

　長母音
ā!"!,,   ा

 ी ू े ो

　二重母音
ai!"!<,   ै
au!"!>,   ौ

【子音】
@A!"!B!$2!!CA!"!D!$2!!EA!"!F!$2!!GA!"!H!$2!!IA!"!J!$2!!KA!"!L!$2!!MA!"!N!$2!!OA!"!P!$2!!QA!"!R!$2  

  ……… 胸の辺りから語気を強めて。 
c!"!S!$ ……… 語気を強めないで、ca - チャ、ci - チ、cu - チュ、ce - チェ、co - チョ。 
M!"!T!$2!!MA!"!N!$2!!O!"!U!$2!!OA!"!P!$ ……… 舌を少し奥に引っ込めて発音。 
ṇ!"!V!$ …… 舌を少し奥に引っ込めて重たく発音。 
ṛ "!ड़!$2!XA!"!ढ़!$（ヒンディー語、後ろに母音を伴なう） …… ḍ / ḍh と r の中間のような発音。 
ś!"!Z!$ …… 語気を強めてshの発音　（英語のshineのように）。 
ṣ!"![!$ …… 舌を少し奥に引っ込めてshの発音。 
jña!"!ज्ञ!$ … ヒンディーではギャ。サンスクリットでは、ジニャまたはニャ、南インドのある
                    地方では グニャ という風に発音。ジュニャは日本訛り。 
v!"!]!$ …… 英語のvのように、下唇を上の前歯にあてる。 


 svi, dva のようにvの前に子音があるときは、swi, dwa のようにwの発音になる。
（地方によって違いあり）。

ḥ!" ः!$ …… ヴィサルガ (:) と呼ばれるサンスクリット独特の気音。直前の母音に対応して、
                     ハ、ヒ、フ、ヘ、ホ、と息を吐く。母音は含まれない。（サンスクリット語）
ṁ!" ं!$ …… アヌスワルと呼ばれる。口を完全に閉じずに「ム」と発音する。文末には来ない。

【その他の記号】
’ (ऽ) ……… アヴァグラハと呼ばれる記号で、二つの単語が音韻結合（サンディ）して母音 a が

 省略されたことを示す。（サンスクリット語）


